


さ 

な
か

き
ゅ
う

さ
い
な

0
1
3
年
度
出
生
数
は
0
、

人
口
約
1
千
8
0
0
人
と
、

伊
勢
参
宮
の
か
つ
て
の
宿
場
町

の
面
影
は
な
い
。

 
島
根
県
海
士
町
は
隠
岐
諸
島

に
あ
り
人
口
約
2
千
4
0
0

人
で
あ
る
が
、
移
住
者
受
け
入

れ
に
熱
心
に
取
り
組
み
出
生
数

は
上
向
い
て
い
る
。

　
神
話
の
里
宮
崎
県
高
千
穂
町

(

約
1
万
3
千
人
口)
の
減

少
率
は
69
％
、
著
し
い
人
口
減

の
た
め
伝
統
の
神
楽
も
集
落
間

が
協
同
で
開
催
し
て
い
る
と
聞

い
た
。

　
奄
美
大
島
の
南
徳
之
島
の
鹿

児
島
県
伊
仙
町
は
人
口
約
7

千
人
洋
上
の
離
島
で
あ
る
が
、

大
家
族
の
風
習
が
強
く
全
国
市

町
村
ト
ッ
プ
の
合
計
特
殊
出
生

率
2
・
8
1
を
誇
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
深
刻
な
現
象
の
背

景
に
は
、
私
た
ち
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
長
年
に
渡
る
大
学
進
学

や
就
職
で
大
都
市
部
に
若
年
層

が
流
出
、
赤
ち
ゃ
ん
の
出
産
を

担
う
若
年
女
性
の
人
口
が
減
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
そ
の
対
極
に
あ
る
東
京
は
ど

う
か
と
い
う
と
、
合
計
特
殊
出

生
率(

1
人
の
女
性
が
産
む
平

均
的
な
子
ど
も
の
数
を
示
す)

が
と
り
わ
け
低
い
の
だ
が
、
地

方
か
ら
の
人
口
流
入
で
出
生
数

の
減
り
方
は
少
な
い
。
地
方
に

お
い
て
も
仙
台
・
広
島
・
福
岡
・

熊
本
な
ど
大
規
模
な
中
核
都
市

の
出
生
数
の
減
り
方
は
10
～

20
％
と
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
先
述
し
た
北
東
北
な
ど
の
県

都
は
、
出
生
数
が
40
％
以
上
減

っ
て
お
り
、
人
口
減
で
雇
用
が

失
わ
れ
、
若
者
が
流
出
し
、
子

ど
も
の
数
が
減
る
と
い
う
負
の

連
鎖
が
お
こ
り
、
こ
れ
を
断
ち

切
れ
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え

る
。
ま
た
子
ど
も
が
減
れ
ば
学

校
も
減
る
。
文
部
科
学
省
資
料

で
は
2
0
0
2
～
2
0
1
3

年
度
の
間
に
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
3
7
8
8
、
中
学
校

1
0
8
9
校
、
高
校
9
2
4

校(

い
づ
れ
も
公
立)

、
全
国

計
5
8
0
1
校
の
驚
く
べ
き

状
況
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
国
か
ら
地
方
に

「
財
源
・
権
限
・
人
間｣

の
３
ゲ

ン
を
適
切
に
地
方
に
移
し
全
国

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
分
権
型
社

会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
要
請
し

て
き
た
が
、
先
行
す
る
出
生
数

減
と
連
動
す
る
人
口
減
少
の
厳

し
い
状
況
か
ら
、
新
た
な
局
面

を
迎
え
た
対
応
が
真
剣
か
つ
具

体
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
政
府
も
前
述
の
よ
う
に
取
り

組
み
を
始
め
、
地
方
に
も
努
力

目
標
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し

私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
国
か
ら
地

方
に
向
か
っ
て
の
諸
制
度
を
抜

本
的
に
組
み
替
え
な
い
で
実
行

す
れ
ば
、
三
位
一
体
改
革
に
お

け
る
省
庁
の
抵
抗
等
の
よ
う
な

反
作
用
が
目
に
見
え
て
い
る
。

政
治
主
導
の
下
で
制
度
疲
労
し

た
諸
制
度
か
ら
手
を
つ
け
る
べ

き
だ
と
思
わ
れ
る
。

　　
努
力
義
務
と
さ
れ
た
地
方
版

総
合
戦
略
を
立
案
す
る
に
当
た

り
、
第
一
に
雇
用
の
視
点
を
見

逃
せ
な
い
。
仕
事
を
作
り
、
人

を
集
め
、
ま
ち
を
再
生
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
特
に
出
生
数
、

人
口
減
の
観
点
か
ら
、
若
者
が

居
付
き
、
結
婚
し
、
家
族
を
持

て
る
だ
け
の
賃
金
水
準
、
環
境

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
各
段
階
へ
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
の
視
点
が
必
要
だ
。
当

然
、
教
育
や
医
療
、
激
減
し
て

い
る
見
合
結
婚
、
企
業
か
ら
の

協
力
体
制
な
ど
を
充
実
さ
せ
る

必
要
も
あ
る
。

　
第
三
に
、
必
要
に
応
じ
た
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
易
く

す
る
た
め
に
多
機
能
な
施
設
、

利
便
性
の
高
い
地
域
へ
の
集
約

化
な
ど
、
街
全
体
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
を
検
討
す
る
視
点
も
大
切

だ
。
私
の
中
大
同
窓
の
森
雅
志

富
山
市
長
は
、
い
ち
早
く
構
想

し
各
般
に
渡
っ
て
モ
デ
ル
事
業

を
推
進
し
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
財
源
の
視
点
か
ら

の
検
討
で
あ
る
。
消
費
税
増
税

の
平
成
17
年
4
月
ま
で
延
期
、

2
0
1
5
年
度
財
政
赤
字
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
1
0
年
度
か
ら

半
減
さ
せ
る
、
2
0
2
0
年
度

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字

化
な
ど
の
政
府
方
針
か
ら
す
れ

ば
、
地
方
で
は
年
々
増
加
す
る

社
会
保
障
費
を
切
り
詰
め
る
し

か
道
は
な
い
。
ま
た
鳴
物
入
り

の
地
方
創
生
や
待
っ
た
な
し
の

少
子
化
、
人
口
減
対
策
へ
の
予

算
増
は
必
至
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
財
政
事
情
の
中
で
、

地
方
は
自
由
に
使
え
る
交
付
金

を
求
め
て
い
る
し
、
日
本
各
地

の
大
規
模
再
開
発(

東
京
駅
八

重
州
口
、
大
阪
駅
北
側
、
名
古

屋
駅
な
ど
の
大
型
複
合
施
設)

な
ど
の
国
家
戦
略
特
色
の
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
激
し
く
な
る

で
あ
ろ
う
自
治
体
間
の
競
争
な

ど
に
対
す
る
財
源
問
題
も
出
て

く
る
。
財
源
を
ど
う
措
置
す
る

か
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
事
業
は
進
ま
な
い
。

　
第
五
に
、
東
京
一
極
集
中
に

ど
う
歯
止
め
を
か
け
る
か
で
あ

る
。

　
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
総

人
口
の
3
分
の
1
に
当
る
3

千
5
百
万
人
が
東
京
園
・
一

都
三
県
に
集
中
し
て
い
る
。
こ

の
大
き
な
人
口
の
塊
を
ど
う
動

か
し
、
地
方
と
の
対
流
を
い
か

に
生
み
出
し
て
い
く
の
か
、
地

方
創
生
に
は
必
須
の
案
件
で
あ

ろ
う
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
来
る
。
そ
の
先
の
東
京

の
姿
を
、
世
界
の
ど
う
し
た
中

核
都
市
に
位
置
付
け
、
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
た
せ
る
の
か
、

と
い
っ
た
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
東
京
は
先
進
高
度

医
療
の
集
積
は
あ
る
が
、
物
価
・

土
地
の
制
約
か
ら
か
介
護
施
設

が
少
な
い
一
面
を
持
つ
。
現
在

4
万
3
千
人
の
待
機
老
人
が

お
り
、
2
0
4
0
年
に
は
一
都

三
県
で
13
万
病
床
が
不
足
す

る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

　
私
に
と
っ
て
人
生
二
度
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
、

私
の
よ
う
な
後
期
高
齢
者
急
増

問
題
が
東
京
を
襲
う
。
と
て
も

東
京
都
だ
け
で
は
対
応
し
切
れ

な
い
だ
ろ
う
。
国
全
体
で
考
え
、

地
方
と
協
力
す
べ
き
は
協
力
す

る
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
対
応

策
が
当
然
必
要
と
な
る
。
そ
の

道
こ
そ｢

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
東
京｣｢

新

生
東
京｣

そ
し
て｢

グ
ロ
ー
バ

ル
都
市
・
東
京｣

に
な
る
と
考

え
た
い
。

で
き
る
も
の
か
ら
ヤ
ル

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材

パ
ラ
ダ
イ
ム(

枠
組
み)

転
換

世
界
に
日
本
を
発
信

地
方
創
生
２
法
案

ラ 

ス 

ト 

チ 

ャ 

ン 

ス

地
方
財
政
と
消
費
税

壮
絶
な
挑
戦

投 

票 

率 

の 

低 

下

根
底
か
ら
の
見
直
し
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総
合
戦
略
検
討
の
視
点


	P10自治随想1
	P11自治随想2

